
地震一口メモ No.256

緊急地震速報を活用して命を守るために 

地震が発生して強い揺れが予想される場合は該当する地域に緊急地震速報を発表し

ますが、強い揺れが来るまでの猶予時間は数秒から数十秒程度しかありません。 

その短い時間で命を守るためには、事前の準備や心構えが必要です。 

訓練等も活用して、地震発生時にとるべき行動を確認しておきましょう。 

 緊急地震速報を見聞きしたときの行動

 緊急地震速報の全国的な訓練を実施します

訓練用の緊急地震速報を以下の日程に配信します。 

日程：令和８年 11 月５日（木） 午前 10 時 00 分頃 

詳細は気象庁 HP「緊急地震速報を活用した訓練について」をご確認ください。 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/eew/kunren/kunren.html 

気象庁リーフレット「緊急地震速報～長周期地震動階級の予想も追加して発表～」より 

※ 地震の震源付近では、緊急地震速報よりも前に強い揺れに襲われる可能性があります。

突然強い揺れを感じたときも緊急地震速報を見聞きしたときと同様に、まずは身の安全を確保してください。

まずは身の安全を確保してください。いざという時に慌てないように、普段過ごす家庭や学校、

職場等での、地震発生時に危険な場所や、身を守ることができる安全な場所を事前に確認しておき

ましょう。また、地震発生時に物が倒れてこないよう、普段から対策しておくことも重要です。 


